
~明治維新 150周年を 3年後に控え~

宝暦治水 260周年記念

様ロ泉先生講演会&シン

目時平成27年10月4B(
場所4-中誕公民館

.. 
A噌
コ-，.ディネーター 原口泉先生

終事 ロビーlこて書籍・クッズ販売他

券

￥1.000 
全席自由席

nu 
n/-
O
O
 

P
0
 

7
'
 

円
ζ
円
/
』QU
 

門臼nu 
g
 

ド

e吋
イ

ト

ガ

一
イ

マ
レ
一

寸

ノ

川

J

屋

こ
ミ

形

ア

山

フ。…
z

固 セブンイレブン 菌 チケットぴあ

お問合せ

主 d催

曳後 援

鹿児島県薩摩義士顕彰会事務局山崎 080-6464-5658

鹿児島県薩摩義士顕彰会

M!児島県・鹿児島県教育委員会 ・鹿児島市・鹿児島市教育委員会
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N!，U玉泉!思阜放送局・南日本新聞社.MBC南日本放送 ・h
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宝暦治水

1753年 (:3;:1野3年)12 月 28 目、第九代将軍徳川家主は磁股i協主 )~0W;:

E年に御手fi.:;~::請という形で正式に川昔前工事を命じた。 この普簡は;h'~

府の指凋l !iî~腎の下、 際摩i協が資金を4[1，備し人足の i[ljJ nや資材の手配をす

る形態であった。

当時すでに66万両もの借入金があり財政が逼迫していた隣国e滞では、

T ~:rH~:' ITiI[の珂lらせを受けて幕府のあからさまな嫌がらせに 「一戦交える
べき」 との強硬論が続出した。財政担当家老であった平日l級負は強硬涌

を 1111 え 雌 V/，' l昨は普司li前世を 1754 年 (玄}~.'4年)1 !'J 21 EI1¥'iIHへ送った。

同年 l月29EIには総奉行平旺l淑負、 UJ30日には削奉行伊集院 卜政

がそれぞれi昨二lごを率いて陸肢を出発。DjTに従事したl揖!kil
t世された人数も含め総勢947t，であった。
!百1'1'2 !:I 16 EIに大坂に到着した平旺lは、その後も大J!K6Jt日明こ
対する金鉱を行い、砂糖を担保に7万両を借入し!百年間 2月9日英波に

入った。コ:lJiは|司年2月27日に鍬入れ式を行いfiこEした。

四年 (宝!宮内)4月川。薩附士の4A-惣兵術、 .n'lJ嵐山|の
I怖が白書した。同名が管理していた現場で312にわたり堤か破i書され、

その指J可iを執っていたのが幕府の役人であ右ことがわかり、，その打L濃の

白書であった。以後合わせて 61名が白書tlzlったが平岡仕事仔への抗
議と疑われることを恐れたのと、制Jmがが家断絶の可能性もあったこと
から自答である旨は周けなかった。また、この工事1"1=1に足.. mJs!11地主 も
現場の1T任者が地元の庄屋とのもめ"Jlゃf幕府側上部の思惑に翻奔され
るなどして、11;1;1事←|左衛門ら 2t，が白書している。さりに.
人柱と して l名が殺害された。 幕府側は工事への嫌がらせだ

けでな く、食事も重労働にも拘らず-tト 莱と規制しさらに

訳、 1日以までも安官lIiで売らぬよう地元民民に指示した。

このユ加ま一定の}酬を上げ、1古水効者は木目三川叩ご;;k

地域3∞か村に及んだ。競摩滞では治水"J宇 が終了したあと
も現1也に代官を派7世した。

19ω年 (明治33年)の分流工事完成l時I?、主席治水

千本相 !lJl南端にlliてられている。1938年 (1J{:1和、13J1O)には、

三 l ' 川椴í~ ら 85 名の臨昨滞士殉職者を 、「祭事II J 1:'して顕彰す

るために 『治料附J(所在地岐阜県海津市制.tl町叫占 (1日
梅津111lilij，iiJt間r))がE主主された。

平田家墓所 (肝付町丸岡公園)

n 1.'1 

平田淑負

江戸時代中j聞の隠摩滞家老。:3;:1醇

平 (1753年)σF:[!竺 1Jl!流工
羽(宝J百治水事側)のYf任者ち父
I;j:平旧正房、母同島津iil'3 J)j家の
J占津助之丞官、守oJ， 9J~。 訴は宗武の

4、宗輔、正輔。l通称は初め次郎
兵衛のち、新左衛'1"1、f軍部、根負。

邦 治水の賀任弘 4 自害した
とされる。

海津市治水神社

岩崎谷薩摩義士碑



名君と家老・側近の系譜

/ 
調rfr広務F ムイIJ"(j..厚
一戸田・--ーーーー-・=

江戸時代後月lの雌 Jll ~昨の家

老。訟ははじめ但筋、i孟に

11: ~$ (/~i持軍 ) 0 j白材、はiW)¥.，

友治、笑悦、笑右術1"1。

主主主主主<;81咋〉
14放のときにl州市Iの乗組ll!

としてJ，(，球に行き 穴阪と

のIllJで尚オを5&1JHLた。そ
の後は大きくゆ巡業造

船業貿易で力を発担Itし

r'i< 政5fIrt J:i;一日j監jの ;fE~IÎ 

者となった。 ラ9mcゑ

西郷隆盛

隊長JiiJ~P" J.の成立や]'.1攻似ï1i

に成功し、 IX:辰戦争を巧み

にとF.?草した。iJ:fi総攻略を

Ijijにl沿海州iらとのi昨日、交品:

に当たり、 i;il(f側の|年 f)~~ミ

刊を受け入れて.~よ攻黙を

<1' I1した。

時代を導く「薩摩の女」

島津斉彬

訂戸時代後期jから幕末の外

様大名で、陵l長i酵の第 11

代務当 。島沖氏第28代当

主。 薩ff/~I~ の?"国強兵に成

功 した詐末の名君の一人で

ある。西郷隆盛iう幕末に1JI

E記する人材も育てた。

小松骨子刀

維新の十傑の 1人。

英国の外交員と Lて派遣さ

れていたア ネスト サト

ウは、「私の珂lっている日

本人の中で-Mも魁グJI了Jな人

物」と許している

大久保利通

IVI治紺新の7し勲であ り、同

郷隆E号、木戸孝允と並んで

「維新の三傑」と称される。

また維新の一|傑の l人でも

ある。

天王章院篤姫 ().:r.片付科1)香i享皇后 (~isれ 0)¥;仔川2!1主韮主主ム(tJ!J;'~';智弘'/ ) 
安政3if'IIFl、第 13I~将軍

徳川家定のi1ιiとなり、 コミljz

に入った。家Aに嫁いで以降、
生地を通して故郷鹿児):6に

戻ることはJllf:かった。

11日市!;J"出のMJ日。名はu干(な
がこ)、久j回目卓出身で、1J

!日となる以前の身[止は女王。

夕、組山J'I¥i主主の第_.<<干。E):

は 1 21， 磁~i' i~; 立公民μi~lt}J.I 

義の七女01干(ちかこ)0 :11立
μiHは'_i"Tの夫向山久水はE).ブJ

の1ft百;に当たる。

陸軍耳f人 f')f地珂1 ~~31tや野手It

}!'!tjfi Gの部Jめにより 、乃木希

典と結婚。4人の子宝に恕ま

れるが、二人は夫折、長男と

次男は円露戦争で戦死。IljJ治

天弘を追って殉死Lた希典と

jlぐに乃木1¥1:にで胸を突き死亡

した。

江
戸
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戦国大名としての島津家

し Ii:~ H'l*'"興の机」と ii 
われる。情1結を取った『い

悲願の111領三州(離脱、大

i料、円向)の胞11tiこそ果
たせなかったが、彼の逃走、

は息;fj主に受け継がれてい

た。 f炉む州制服iを俊b遂
げた峨医l大名品ilt家の基礎
を形成1したという芯 l¥lとで、
父の忠良とともに 「小開!の

机Jとjl[iび事卜されているf

いた。

島津四兄弟~島津の退き口から薩摩藩へ
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島津歳久 島津家久

祖父忠良から「歳久は始終の利告を策するの ~f!.' H I'~I (~ ぴな 「家久は準法戦術に妙をwたり」と許 され、 i'l'1.11畷
く j と評され、秀古の九州 liE伐の F~~、兄弟の'1-' で 1111 ー布 l の戦いでは、数倍の敵を擁する飽ilJJ降伝を討ち、

平を王張。その後、秀吉の大llT.にjlllされ、義久 義弘は 戸次川の戦いでは、秀77の九州jiE伐の第一時Ilを完h'l

降伏するも、「和|住にはl時勢があり 、今、このまま降伏す なきまでに川lき伏せた。川兄弟のけlでも、lTiflili(I'Jな

べきではない。」と 兄弟で1111 ー抗戦を .:ì~. ;;J~。 秀吉の怒りを 役訓を持たされていたよう である。

一身に受け、品律家と他の兄弟を守るために自刃する。 "兄弟のけlでは最も111< ~~~ t::i秀長年と単独諸手11した
毎年旧/g7月 18日にはその逃f!t(を!¥!!，んで「心lii手jZHり」 が、 天jF15 'Io、仏 ニLn;UJ，主で之.'，iEする o ~(けE fJíゃ iil

が行われる。 殺など、微々な;J!があるが定かではなし、。

島津忠'1萱(家久)

μiilt殺虫、の子。後に家久(いえひき)と改名するが、同:j?，の叔父が1Ftlする区別の

ために初:j?，の忠恒で11千ばれることが多い。裂は、 f能久の如止のru.景子TI:I(じめきあ)。
父や伯父たち同様に傑れた1ftilJを発担Iiし、 J長長の役では、父 義弘に従って8α泊の
以兵でIYJlli数万を破る猛功を見せている。附ヶJAL以|咋はl1li児品城(的丸J)主)を築い

て城下IIIJを捻{1mしたり、外域制や川削iI市を附1立するなど臨時i砕のi!"磁を|占1める一方

で、幕府に対しては妻子をいちはやく江戸に送って参勤交代の先駆けとした。



島津家のはじまり

桂庵玄樹

島i1fJさ久

I:.~ i-U:家に伝わる!と料では、忠久はほが源頼朝!の側室で比{t能l~の妹 JH主

同U!i長内向)で頼朝lの落l乱(隠し子)であり 、そのため/J}j目されたとされる。

鎌frのご拡人として、平草追討に加わっていたとみられ、 lti，'l'tとして元!門

2 '1' (1185 '1') 6 J'I に頼朝iより伊勢国技 11:\御厨 、 ~riTrf;H地頭i肢に任命される。

「山律家文1，1):Jでは、このIf与の名は 「左兵衛附11fr寸、止i久Jと記されている。
1"1'1' 8 )J、1H1弘l家ilnn líTJ 住II:.~i'lt ，jJ:-f百lに任命される。これが忠久と雨九州

との関係の始まりとなる。

~fí判lの予を!J'能った JH孟 J"j が

北条政子の鰍j削lを恐れて阿1""
へ逃げる途中、 f!¥j:j!:ftj'(判の

境1)、jで、狐火に'.jられながら

止l 久 を ~Iー んだという 。

IH il'lJ j!( ./111'1:1には、 illt:l"iが
出産の1:t;-1しがみついたとされ

る誕生石が今でも残されてい

る。

長門図赤1:111剖I_U身。9絞のとき1I'r家し、 lニ以 して京都南禅寺の11fr肖得厳や1;::1#;悶麟ら

に芋んだ。 1467'1'には泣I則自白の三号自}士1j'となって別に波海して翫州などを遊学する。

伊敷仮屋桂庵墓

1473年、日本に帰国したが、応仁の

乱による戦術から逃れるため、:{:;見

匝|に避難した。 1 478 年、品i~子山昌 に

mかれて大|偶因正興苛 、日向図i'i!源
寺のtU守となる。さらに);hiW:，'，よ.'J:[に

析かれて、磁l宇国の桂樹院でf五年:を

講じた。 また、伊地向IlfiJ'iと 『大半

i';f.句jを|刊行(1481年) して司、学の

普及に努めたことから、臨時I学派の

干JlとLて名を成した。

岐阜I~.f:!!る緩Jf:の瓜が"k<lぎふチャン(8chl毎週土曜日
総式会社ポツケモンプロ τ"EL099-206ε222 info#hayat叩問j田 L回 m



幸せを、かさねていける場所

配。…IRQYAMA
城山観光ホテル
KAGOS!-IIMA  

〒890-8586Jili ，~μ ，jdd'Jf !I，((Iむi: 11I]"4 [ f骨11J

TEL.099-224-2211 (代)
hll p:! /www.shiroyama呂CD.JP

@:lr;c;:23!??利./附蜘です
ぷ説。1小牧建設株式会社
認証畳録 代表取締役 小牧 隆

干890-C日65脱児l斗Tli'I出元一rFI 1 i吊2号 fi(倒 (099)812-6055番
HP hllp:i九川w.koma山co.[日E.mailinfo@komaki.co.jp FAX (099) 812-6066番

圃闘圃

-H哩隠密畑i温 到I:"a波届肩書畑出I!司・

噂
駆益面

記憶に残る鹿児島の豊かさ

18:55トJ1.9:0.0;

日目制3l/年1之テレt::の放送を悶Of'1して以来.
MBCでは!座開自の固最や人 の々iJSしを

カメラI;':l固めてきまし定。1'1箆1;].附像を

当時の聴かしいIUII2の包てお儲けしま苛.

~、 占，.さdヨこ臥ざし司自の"ごU訟をつ〈る

提供『董1且鹿児島県結龍



同オ交通大I:~ 間可特定的 1228 む

額前田組
.本社
子89l国74 鹿児日 T!i'1'之町 7帯 1i -l; 

TEL. 099~2 22~ 6 111 
.福岡宜庖
亨815ー曲31 偏向ili南区i，'r*1丁目 23酢g"i:!

TEL. U ¥1 :1 ~ 5 '1 1 -2 6 3 7 

代表取締役社以 前日] UH I専
It去取締役専務 前田 忠倫

-加世田官車所
子制7ー似m 何さつま11i1111!止山内lllt.:365-1

TEL 0993 -53~ 5.10 '1 

、.1..<げ

'-，¥ 
KTS 

三SF3え
ι、ごしま

ム b官 t司る。

'‘ 卓zva畢:る
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ペ.奮

一般社団法人 鹿児島県建設業協会
会長 川畑俊彦 他会員一同



平成28年度(平成27年11月~平成28年10月)

山 耳目叫ゐ京FAE様
形屋七早宮E 亙Zま貝様 中

いつでも、どこでも、アクセス!

|山形屋 喧思

ショッピングの夢ひろがるj話会ボーナス2.000円F

iiZ満会・38，000円蹴欝罰+ 随額調

@ うれしい特酌ろいろ1匂画tdZL特典
・2Z品目」管制問 tお楽しみクーポン券
吾庖由n'り所へ うれしい‘楽しし、クーポンが

・入会最'J期間/if<り中 12月31日間まで 付い

山 形屋
〒891-8田!鹿児a市量生淘3置1号
電話(09日)227-6111


